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一
部
を
改
正
す
る
条
例

◆
印
鑑
条
例

　

法
律
の
施
行
に
よ
り
、
住

民
票
に
記
載
さ
れ
た
旧
氏
で

印
鑑
登
録
を
可
能
に
す
る
た

め
、
一
部
改
正
を
行
う
も
の

で
す
。

◆
災
害
弔
慰
金
の
支
給
及
び

災
害
援
護
資
金
の
貸
付
け
に

関
す
る
条
例

　

法
律
の
施
行
に
伴
い
、
災

害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す

る
条
例
に
改
め
、
災
害
障
害

見
舞
金
の
支
給
や
金
額
を
定

め
る
必
要
が
あ
る
た
め
改
正

を
行
う
も
の
で
す
。

人
　
　
事

　

次
の
人
事
案
件
に
同
意
し

ま
し
た
。

◆
教
育
委
員
会
委
員

　

飯
豊
町 

中

　
　

田　

林　

義　

則

◆
人
権
擁
護
委
員

　

飯
豊
町 

黒
沢

　
　

手　

塚　

淳　

子

◆
選
挙
管
理
委
員
会
委
員

　

飯
豊
町 

小
白
川

　
　

横　

山　

幸　

造

　

飯
豊
町 

添
川

　
　

遠　

藤　

和　

芳

　

飯
豊
町 

黒
沢

　
　

古　

山　

幸　

子

　

飯
豊
町 

手
ノ
子

　
　

小　

関　

惠　

子

◆
選
挙
管
理
委
員
会
補
充
員

　

飯
豊
町 

中

　
　

長　

岡　
　
　

勝

　

飯
豊
町 

添
川

　
　

草　

刈　

信　

子

　

飯
豊
町 

小
屋

　
　

伊　

藤　

浩
一
郎

�

（
新
任
）

　

飯
豊
町 

椿

　
　

井　

上　

千
恵
美

�

（
新
任
）

歳
入
の
主
な
も
の

○�

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
交

付
金

�

４
０
０
万
円

○
道
路
橋
梁
費
補
助
金

�

△
５
９
２
６
万
円

○
学
校
施
設
整
備
補
助
金

�

△
１
６
４
０
万
円

○�

園
芸
大
国
や
ま
が
た
産
地

育
成
支
援
事
業
費
補
助
金

�

２
０
６
万
円

○�

い
き
い
き
雪
国
や
ま
が
た

推
進
交
付
金

�

２
７
３
万
円

歳
出
の
主
な
も
の

○�

障
が
い
者
地
域
生
活
支
援

事
業

�

２
２
４
万
円

○
畜
産
生
産
拠
点
整
備
事
業

�

１
８
８
２
万
円

○�

町
道
南
館
深
淵
線
外
道
路

改
良
工
事

�

△
４
５
７
０
万
円

定
例
会
概
要

　

９
回
定
例
会
は
、
９
月
３
日
か
ら
13
日

ま
で
の
11
日
間
開
催
さ
れ
、
５
人
の
議
員

が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
度
各
会
計
決
算
、
令
和
元
年

度
補
正
予
算
の
ほ
か
、
条
例
の
一
部
改

正
・
人
事
・
そ
の
他
の
案
件
を
審
査
し
、

全
て
原
案
の
通
り
可
決
・
認
定
・
同
意
し

ま
し
た
。

項目 内容 件数 賛否

議案 人事 ２件 同意推薦

議案 令和元年各会計補正予算 14件 全員賛成
で可決

議案 平成30年度各会計決算 14件 全員賛成
で認定

議案 条例の一部を改正する条例制定 ２件 全員賛成
で可決

議案 平成30年度決算に基づく健全化判断
比率及び資金不足比率の報告 １件 承認

畜産生産拠点整備事業
工事が本格化

令和元年10月24日　議会だより（2）



各会計補正予算
【一般会計補正予算】令和元年度一般会計は歳入歳出それぞれ

１億9152万円を減額し90億2854万円としました。

【歳　入】� （単位：万円）
款 補正前の額 補正額 計 補正の主なもの

地 方 特 例 交 付 金 1400 121 1521
地 方 交 付 税 29億5450 83 29億5533
使用料及び手数料 8446 374 8820 農業・観光使用料等
国 庫 支 出 金 5億3142 △ 6961 4億6181 道路・橋梁費補助金の減等
県 支 出 金 11億4369 △ 82 11億4287
繰 入 金 9億7071 △ 3355 9億3716 財政調整基金繰入金の減等
繰 越 金 1億　410 59 1億　469 前年度分
諸 収 入 8398 1169 9567 給食費収入等
町 債 24億　940 △ 1億　560 23億　380 中学校大規模改修事業の減等
補正されなかった 
款 の 額 9億2380 0 9億2380

歳 入 合 計 92億2006 △ 1億9152 90億2854

【歳　出】� （単位：万円）
款 補正前の額 補正額 計 補正の主なもの

議 会 費 7742 223 7965 議員報酬の増
総 務 費 10億8240 △ 1805 10億6435 町有財産管理費の減等
民 生 費 13億　828 897 13億1725 障がい者地域生活支援事業等
衛 生 費 3億2526 △ 30 3億2496
農 林 水 産 業 費 16億7328 2619 16億9947 畜産生産拠点整備事業等
商 工 費 20億1964 183 20億2147 ゆり園管理運営事業等
土 木 費 6億3131 △ 8626 5億4505 道路新設改良事業の減等
消 防 費 2億4592 379 2億4971 消防施設等整備事業等
教 育 費 11億　384 △ 1億2992 9億7392 中学校大規模改修事業の減等
補正されなかった 
款 の 額 7億5271 0 7億5271

歳 出 合 計 92億2006 △ 1億9152 90億2854

� （単位：万円）

特別会計名 補正前の額 補正額 計 補正の主なもの
国 民 健 康 保 険 7億6985 16 7億7001 前年度繰越金の増
後 期 高 齢 者 医 療 8711 15 8726 繰入金の増
介 護 保 険 10億6939 3964 11億　903 国庫負担金・償還金の増
下 水 道 事 業 4億1817 △ 1593 4億　224 工事請負の精査等

◆ 特別会計補正予算

◆ 一般会計補正予算

（3）議会だより　令和元年10月24日



平成30年度　各会計決算

　

平
成
30
年
度
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
並
び
に
事
業
会
計
合
わ
せ
た
14
会
計

は
、
す
べ
て
全
員
賛
成
で
認
定
し
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
も
、
一
般
会
計
、
特
別
会
計
の
未
収
金
が
５
月
末
で
７
０
９
１
万

円
と
な
り
、
29
年
度
よ
り
１
０
６
万
円
増
え
て
い
ま
す
。
そ
の
内
訳
は
町
税
未

収
金
が
５
１
６
３
万
円
で
27
万
円
の
増
、
税
以
外
の
債
権
で
は
１
億
９
２
２
８

万
円
と
な
り
、
80
万
円
の
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。
自
主
財
源
に
乏
し
い
本
町

財
政
の
改
善
を
は
か
る
こ
と
が
今
後
求
め
ら
れ
る
課
題
で
す
。

事 業 名 金　額
無線放送聴取支援事業（防災ラジオ  2400台） 2484万円

木質バイオマス利活用推進策定事業 1380万円

いいで未来サポート隊事業 309万円

母子保健事業 451万円

防犯事業（防犯灯維持管理を含む） 5318万円

デマンド交通運行事業 2014万円

廃棄物処理事業	 8899万円

道路維持費（除雪費も含む） 4億7237万円

新産業集積事業（貸工場・屋台村も含む） 8億1936万円

椿住宅団地整備事業（工事） 6307万円

畜産経営競争力強化支援事業 2597万円

手ノ子スキー場圧雪車購入 3375万円

委託保育料 1217万円

第一小学校遊具整備 2099万円

共同調理場（オーブン・冷蔵庫等購入） 887万円

平成30年度主な事業

防災ラジオ全戸に配備

頼れる防災ラジオ

令和元年10月24日　議会だより（4）



各基金残高各特別会計決算

地方交付税 
28億9295万円

町債 
16億5680万円

国庫支出金
3億5894万円

町税 
6億5436万円

県支出金 
5億530万円

地方消費税
交付金 
1億3410万円

寄附金 
5272万円

繰越金
2億997万円

繰入金
6億184万円 その他

3億5390万円

合計  74億2088万円

人件費
8億7752万円

扶助費
4億4570万円

公債費
6億4128万円

物件費
8億272万円

維持補修費 
3億6512万円

合計  71億3803万円

補助費等
9億4238万円

繰出金
6億8842万円 

積立金 
3798万円

投資・出資・貸付金 
1500万円

普通建設事業費
23億772万円

災害復旧費
1419万円

歳  入 歳  出

会　　計 歳　入 歳　出

国民健康
保 険

事業勘定 7億2714万円 7億1998万円

直進勘定 9275万円 9246万円

介護保険 10億6830万円 10億3144万円

後期高齢者医療 8680万円 8662万円

下水道事業 6億9218万円 6億9186万円

訪問看護 1483万円 1463万円

介護老人保健施設 2億7601万円 2億7566万円

物品調達 1709万円 1709万円

５財産区 1064万円 975万円

水道事業
収益的 2億5080万円 2億2144万円

資本的 1742万円 5803万円

基金の名称 本年度末残高

財政調整基金 8億1584万円

減債基金 3億6645万円

地域福祉基金 2億3832万円

公共施設整備基金 5億　647万円

地域振興基金 6541万円

いいでめざみの里応援寄附基金 3034万円

スポーツ振興基金 4688万円

交通遺児等支援基金 501万円

国民健康保険給付基金 1億　388万円

介護保険介護給付準備基金 8733万円

畜産振興基金 5525万円

奨学資金賃与基金 6445万円

土地開発基金 1億7154万円

財産区基金（４財産区） 8070万円

総合計 26億3787万円

（5）議会だより　令和元年10月24日



持続可能な
� 飯豊の未来を開こう！！

質
問　

将
来
の
税
収
見
通

し
は
ど
の
よ
う
に
捉
え
る

か
。企

業
誘
致
と

�

定
住
対
策
で

町
長　

雇
用
と
定
住
促
進

を
行
い
、
年
間
３
２
０
０

万
円
の
税
収
に
期
待
し
ま

す
。

質
問　

Ｐ
Ｆ
Ⅰ
を
活
用
し

た
ア
パ
ー
ト
・
マ
ン
シ
ョ

ン
の
整
備
が
必
要
だ
が
。

民
間
サ
イ
ド
と
の�

�

連
携
を
推
進

町
長　

財
政
負
担
の
軽
減

と
民
間
の
事
業
機
会
の
創

出
に
つ
な
が
り
ま
す
の
で

連
携
を
推
進
し
ま
す
。

質
問　

添
川
住
宅
団
地
に

子
育
て
世
帯
用
町
営
住
宅

の
建
設
は
。

若
者
定
住
促
進
住
宅
等�

公
共
住
宅
の
整
備
が
必
要

町
長　

添
川
住
宅
団
地
造

成
完
了
後
、
分
譲
開
始
し

公
共
住
宅
の
整
備
を
考
え

て
い
き
ま
す
。

質
問　

萩
生
に
予
定
し
て

い
る
短
期
大
学
開
学
に
向

け
た
準
備
は
大
丈
夫
か
。

開
学
に
向
け
準
備
中

町
長　

本
年
10
月
に
申
請

す
る
と
の
こ
と
で
す
。

質
問　

ス
マ
ー
ト
農
業
に

向
け
た
取
り
組
み
は
。

総
合
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

戦
略
２
０
１
９
を
策
定

町
長　

ス
マ
ー
ト
農
業
に

向
け
た
取
り
組
み
と
、
将

来
の
大
規
模
圃
場
整
備
の

対
応
も
考
え
て
い
き
ま
す
。

質
問　

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の

取
り
組
み
と
中
津
川
地
区

及
び
白
川
荘
の
再
開
発
は
。

白
川
荘
の
再
開
発
早
急
に

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
で

町
長　

白
川
荘
・
フ
ォ
レ

ス
ト
の
老
朽
化
に
対
応
し
、

議
会
と
共
に
早
急
に
検
討

を
行
い
ま
す
。

質
問　

危
険
空
き
家
対
策

は
。

３
月
に
飯
豊
町
空
き
家

等
対
策
計
画
を
策
定
済

町
長　

５
年
を
目
途
に
解

消
し
て
ま
い
り
ま
す
。

質
問　

眺
山
次
世
代
エ
ネ

ル
ギ
ー
パ
ー
ク
公
募
の
検

討
を
進
め
て
は
ど
う
か
。

バ
イ
オ
ガ
ス
発
電
運
用
後

効
果
を
確
認
し
て
検
討

町
長　

来
年
春
の
操
業
開

始
後
に
検
討
し
ま
す
。

質
問　

現
在
の
財
政
健
全

化
比
率
を
住
民
は
心
配
し

て
い
る
が
大
丈
夫
か
。

実
質
公
債
費
比
率�

�

30
年
決
算
で
７
・
２
％

町
長　

飯
豊
中
・
貸
工
場
・

住
宅
団
地
整
備
な
ど
で
令

和
７
年
に
か
け
上
昇
し
ま

す
が
、
今
後
10
年
で
平
常

に
な
り
大
丈
夫
で
す
。

�

（
本
人
執
筆
）

遠
藤
　
忠 

議
員

一般質問

○
将
来
の
税
収
の
見
通
し
は

○
Ｐ
Ｆ
Ⅰ
を
活
用
し
た
ア
パ
ー
ト
等
の
建
設
は

○
子
育
て
世
帯
用
町
営
住
宅
の
建
設
は

○
短
期
大
学
開
設
に
向
け
た
文
科
省
申
請
準
備
は

○
ス
マ
ー
ト
農
業
に
向
け
た
対
応
は

○
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
取
り
組
み
は

○
危
険
空
き
家
対
策
５
年
を
目
途
の
取
り
組
み
は

○
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
パ
ー
ク
公
募
の
検
討
は

○
町
の
財
政
健
全
化
比
率
は
大
丈
夫
か

分譲開始の添川住宅団地

令和元年10月24日　議会だより（6）



飯豊町第５次総合計画
�（令和３年から10年間）の策定について

質
問　

商
工
業
者
は
じ
め

各
地
域
や
青
年
女
性
層
等

か
ら
意
見
を
聞
い
た
上
で
、

次
期
総
合
計
画
を
策
定
す

る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
。

内
外
部
多
方
面
か
ら

意
見
を
聞
い
て
検
証

町
長　

各
組
織
や
団
体
等
、

町
民
の
意
見
を
最
優
先
に
、

内
外
部
の
評
価
を
踏
ま
え

て
検
証
作
業
を
行
い
、
次

期
総
合
計
画
に
反
映
し
て

ま
い
り
ま
す
。

質
問　

町
が
す
す
め
る
大

型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
す

る
町
民
の
理
解
度
は
。
ま

た
次
期
計
画
に
ど
の
よ
う

に
盛
り
込
む
の
か
。

説
明
不
足
否
め
ず�

計
画
を
住
民
に
説
明

町
長　

事
業
を
す
す
め
る

上
で
、
町
民
へ
の
情
報
提

供
に
つ
い
て
は
慎
重
に
な

ら
ざ
る
を
得
ず
、
誤
解
や

不
安
が
あ
る
こ
と
は
認
識

し
て
い
ま
す
。

　

現
在
進
行
中
の
事
業
に

つ
い
て
は
、
住
民
説
明
の

時
間
を
設
け
て
、
住
民
の

意
見
を
反
映
し
た
計
画
に

心
が
け
て
ま
い
り
ま
す
。

質
問　

次
期
総
合
計
画
で

は
、
若
者
が
地
元
に
残
り

（
戻
り
）
た
く
な
る
よ
う

な
計
画
や
政
策
を
打
ち
出

す
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

　

若
者
が
豊
か
で
魅
力
的

な
町
で
あ
る
と
思
え
る
こ

と
が
大
切
で
は
な
い
か
。

若
者
に
と
っ
て
魅
力
の

あ
る
町
に
む
け
て
努
力

町
長　

若
者
に
と
っ
て
魅

力
的
な
町
と
は
、
生
活
の

安
定
・
面
白
い
仕
事
・
出

合
と
交
流
・
芸
術
文
化
ス

ポ
ー
ツ
な
ど
に
取
り
組
め

る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
あ

る
こ
と
で
す
。
若
者
が
豊

か
な
地
域
資
源
を
活
用
し
、

積
極
的
に
ま
ち
づ
く
り
に

参
加
で
き
る
環
境
づ
く
り

を
す
す
め
て
ま
い
り
ま
す
。

質
問　
　

地
区
別
計
画
だ

け
で
は
、
地
域
の
課
題
は

解
決
で
き
な
い
の
で
は
な

い
か
。「
ま
ち
づ
く
り
セ

ン
タ
ー
」
を
地
域
づ
く
り

の
柱
と
す
る
よ
う
次
期
計

画
に
盛
り
込
む
べ
き
で
は

な
い
か
。
ま
た
「
地
域
の

課
題
は
地
域
で
取
り
組
む

組
織
づ
く
り
」
に
も
力
を

注
ぐ
べ
き
で
は
な
い
か
。

地
域
づ
く
り
の�

新
し
い
仕
組
み
を
検
討

町
長　

地
区
別
計
画
は
住

民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
と

し
て
評
価
が
高
い
が
、
地

域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維

持
が
困
難
に
な
っ
て
い
る

地
域
も
で
て
お
り
、
地
域

づ
く
り
の
新
し
い
仕
組
み

を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
は
「
ま
ち
づ
く
り

セ
ン
タ
ー
」
の
役
割
に
つ

い
て
地
区
協
議
会
と
の
協

議
も
含
め
、
次
期
総
合
計

画
の
課
題
と
考
え
て
い
ま

す
。�

（
本
人
執
筆
）

遠
藤
芳
昭 

議
員

一般質問

○
ま
ず
は
町
内
団
体
等
で
前
計
画
を
総
括
す
べ
き
で
は

○
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
ど
う
継
続
す
る
の
か

○
若
者
が
魅
力
を
感
じ
る
計
画
を
ど
う
つ
く
る
の
か

○「
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
」を
地
域
づ
く
り
の
柱
に

地区別計画椿地区の縁日復活事業
以前村祭りでは、多くの出店が軒を
並べ、多くの子ども達でにぎわって
いた。地区民が協力してその賑わい
を伝える取り組みを行った

（7）議会だより　令和元年10月24日



電池バレー構想は「食べること」で
町内活性化の応援を

質
問　

持
続
可
能
な
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
、
今
後

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で

い
く
の
か
。「
ま
ち
づ
く

り
会
社
」
を
立
上
げ
て
は
。

ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー�

�

活
動
支
援

町
長　

持
続
可
能
な
ま
ち

づ
く
り
に
お
い
て
、
何
を

継
続
し
て
何
を
か
え
な
く

て
は
な
ら
な
い
の
か
が
、

推
進
賛
否
の
分
岐
点
に
な

る
と
考
え
ま
す
。

　

若
者
が
集
ま
る
場
の
必

要
性
・
ま
た
地
区
公
民
館

と
集
落
支
援
員
の
役
割
分

担
を
整
理
し
、
ス
タ
ッ
フ

数
と
予
算
配
分
の
見
直
し

が
必
要
と
考
え
ま
す
。

　

さ
ら
に
ま
ち
づ
く
り
セ

ン
タ
ー
は
、
人
口
減
少
に

よ
る
様
々
な
課
題
に
対
し

て
の
集
落
点
検
を
通
じ
て

実
施
す
る
政
策
立
案
の
場

と
な
る
よ
う
支
援
し
て
い

き
ま
す
。

　

提
案
内
容
に
つ
い
て
町

で
は
、「
農
村
計
画
研
究

所
の
再
興
」
を
検
討
中
で

す
。
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
か

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
近
い
方

式
が
い
い
の
か
、
こ
れ
か

ら
の
企
画
立
案
分
野
で
あ

る
と
判
断
し
て
い
ま
す
。

質
問　

電
池
バ
レ
ー
構
想

の
経
済
効
果
は
、「
食
べ

る
こ
と
」
で
町
内
活
性
化

に
結
び
つ
く
と
思
う
が
。

農
林
産
物
利
活
用�

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
立
上
げ

町
長　
「
新
産
業
集
積
事

業
が
農
業
を
応
援
す
る
」

と
い
う
提
案
に
つ
い
て
、

ま
さ
に
そ
の
と
お
り
と
思

い
ま
す
。
町
内
産
食
材
を

町
内
誘
致
企
業
や
関
連
グ

ル
ー
プ
企
業
の
社
員
食
堂

で
利
用
い
た
だ
く
こ
と
や
、

関
係
企
業
の
力
を
借
り
て

販
路
を
拡
大
し
て
い
く
な

ど
大
き
な
可
能
性
が
あ
り
、

早
急
に
実
現
を
図
る
た
め

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上

げ
、
第
５
次
総
合
計
画
に

盛
り
込
む
提
案
と
考
え
て

い
ま
す
。

質
問　

い
い
で
す
ね
条
例

の
出
産
祝
品
で
、「
一
番

欲
し
い
オ
ム
ツ
や
ミ
ル
ク

が
町
内
で
買
え
な
い
」
の

が
現
状
で
す
。
一
番
欲
し

い
も
の
を
買
え
る
よ
う
に

す
べ
き
で
は
。

各
家
庭
で�

�

支
出
先
の
振
分
け

町
長　

町
内
経
済
の
波
及

効
果
に
も
考
慮
し
、
第
１

子
・
第
２
子
に
商
工
会
の

商
品
券
を
贈
呈
し
て
い
ま

す
。
商
品
券
の
使
途
に
つ

い
て
は
、
お
子
様
の
た
め

に
な
る
よ
う
に
活
用
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

条
例
の
見
直
し
は
、
現

状
や
町
民
の
意
向
を
伺
い

な
が
ら
、
さ
ら
に
充
実
を

図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。�（
本
人
執
筆
）

一般質問

◯
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
の
今
後
の
取
り
組
み
は

◯
電
池
バ
レ
ー
構
想
で
町
内
活
性
化
へ

◯
い
い
で
す
ね
条
例
の
現
状
と
見
直
し
は

髙
橋
　
勝 

議
員

工事中の貸工場　経済活性化への期待

令和元年10月24日　議会だより（8）



中長期的な財政計画は
一般質問

質
問　

議
会
の
権
限
の
ひ

と
つ
で
あ
る
質
問
権
の
一

手
段
と
し
て
の
、
議
員
の

一
般
質
問
を
ど
の
よ
う
に

と
ら
え
て
い
る
か
。

極
め
て
重
要
と
認
識

町
長　

町
民
の
意
見
や
町

行
政
に
望
む
事
柄
を
町
民

に
代
わ
っ
て
発
言
し
、
町

民
の
声
を
も
と
に
議
員
自

ら
が
調
査
し
、
制
度
等
の

仕
組
み
と
課
題
を
的
確
に

と
ら
え
政
策
の
評
価
と
対

案
を
主
張
す
る
一
般
質
問

は
極
め
て
重
要
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
ま
す
。

　

議
会
に
お
け
る
監
視
や

チ
ェ
ッ
ク
機
能
が
果
た
さ

れ
、
将
来
に
対
す
る
積
極

的
な
政
策
展
開
を
す
る
こ

と
は
、
よ
り
重
要
な
テ
ー

マ
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

質
問　

町
は
こ
こ
数
年
、

大
規
模
な
事
業
を
展
開
し

て
い
る
が
、
財
政
基
盤
は

大
丈
夫
な
の
か
。
次
の
世

代
に
負
の
遺
産
を
引
き
継

ぐ
よ
う
な
心
配
は
な
い
の

か
。
よ
り
優
先
的
な
事
業

が
数
多
く
あ
る
の
で
は
な

い
か
。

各
視
点
で
の

�

事
業
展
開
へ

町
長　

計
画
的
な
取
り
組

み
を
行
う
た
め
の
指
針
と

し
て
、
中
期
的
な
財
政
計

画
を
策
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

財
政
計
画
に
沿
っ
て
、

若
者
の
定
住
対
策
と
雇
用

の
創
出
、
地
方
創
生
の
推

進
の
た
め
、
緊
急
性
、
必

要
性
、
効
率
性
、
効
果
な

ど
の
視
点
で
事
業
を
展
開

し
て
お
り
ま
す
。

質
問　

今
後
の
財
政
運
営

に
関
し
、
現
在
最
も
予
算

を
投
入
し
て
い
る
電
池
バ

レ
ー
構
想
の
、
最
終
的
な

計
画
と
今
後
に
つ
い
て
お

聞
き
し
た
い
。

雇
用
創
出
と
大
学
誘
致

町
長　

萩
生
に
あ
る
山
形

大
学
ｘ
Ｅ
Ｖ
飯
豊
研
究
セ

ン
タ
ー
に
続
き
、
添
川
の

東
山
工
業
団
地
に
建
設
予

定
の
貸
工
場
は
、
使
用
会

社
で
あ
る
セ
パ
レ
ー
タ
デ

ザ
イ
ン
株
式
会
社
で
は
、

33
億
円
を
投
じ
、
電
池
の

主
要
材
料
で
あ
る
セ
パ

レ
ー
タ
の
研
究
開
発
か
ら

製
造
販
売
ま
で
を
行
う
こ

と
と
し
て
、
令
和
３
年
４

月
か
ら
稼
働
が
開
始
さ
れ
、

稼
働
後
３
年
以
内
に
雇
用

者
数
が
１
０
０
人
と
な
る

予
定
で
あ
り
ま
す
。
貸
工

場
の
財
源
は
、
過
疎
対
策

事
業
債
の
他
に
、
新
会
社

か
ら
使
用
料
と
し
て
納
入

し
て
も
ら
い
、
町
財
政
を

圧
迫
し
な
い
仕
組
み
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
電
池
、
モ
ー

タ
ー
、
軽
量
化
、
自
動
化

な
ど
の
モ
ビ
リ
テ
ィ
シ
ス

テ
ム（
自
動
走
行
技
術
の
早

期
の
社
会
実
装
、普
及
を
実

現
）工
学
を
学
ぶ
た
め
の
専

門
職（
短
期
）大
学
を
誘
致

す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
に
よ
り
、
民
間

の
投
資
が
拡
大
し
、
住
環

境
の
整
備
促
進
、
関
連
産

業
の
創
出
も
期
待
さ
れ
ま

す
。�

（
本
人
執
筆
）

○
一
般
質
問
を
ど
う
と
ら
え
て
い
る
か

○
中
長
期
的
な
財
政
計
画
は
あ
る
の
か

○
電
池
バ
レ
ー
構
想
の
今
後
は 川

﨑 

祐
次
郎 

議
員

大規模な投資が続く
飯豊電池バレー構想

（9）議会だより　令和元年10月24日



自然災害から町民を守る�
� 安全・安心なまちづくりを

質
問　

現
時
点
で
の
飯
豊

町
自
主
防
災
組
織
率
は
何

パ
ー
セ
ン
ト
か
。

　

ま
た
、
組
織
さ
れ
て
い

な
い
自
治
組
織
へ
の
取
り

組
み
と
、
戸
数
の
少
な
い

小
規
模
自
治
組
織
へ
の
対

応
は
ど
う
か
。

現
状
の
課
題
を
把
握
し
、�
�

組
織
化
へ
働
き
か
け

町
長　

本
町
自
主
防
災
組

織
の
現
時
点
の
組
織
率
は

87
・
４
％
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　

ま
た
、
組
織
化
に
向
け

て
各
部
落
長
等
に
声
が
け

し
、
現
状
の
課
題
を
伺
う

と
と
も
に
、
各
組
織
の
開

催
す
る
研
修
会
へ
の
参
加

を
呼
び
か
け
な
が
ら
、
働

き
か
け
て
い
き
ま
す
。

　

戸
数
の
少
な
い

小
規
模
自
治
組
織

に
対
し
て
は
、
隣

接
す
る
自
主
防
災

組
織
と
の
連
携
・

協
力
を
促
し
て
い

き
ま
す
。

質
問　

各
地
区
避

難
場
所
に
災
害
用

備
蓄
品
の
保
管
が

必
要
と
考
え
る
が
、
現
状

は
ど
う
か
。

備
蓄
品
の
整
備
が
必
要

町
長　

各
地
区
公
民
館
に

は
発
電
機
や
飲
料
水
等
の

備
蓄
品
は
保
管
さ
れ
て
い

ま
す
。
各
分
館
に
は
、
各

自
治
組
織
に
よ
る
防
災
資

機
材
が
保
管
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
保
管
が
不
十
分
な

分
館
も
あ
る
の
で
、
備
蓄

品
が
保
管
で
き
る
よ
う
に

支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
学
校
等
の
避
難

場
所
は
収
容
人
数

が
多
く
な
る
た
め
、

別
枠
と
し
て
考
え

て
い
ま
す
が
、
備

蓄
品
は
保
管
さ
れ

て
お
ら
ず
、
整
備

は
必
要
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

庁
舎
内
の
備
蓄

品
も
十
分
と
は
言

え
な
い
の
で
、
何

が
ど
れ
だ
け
必
要

か
早
急
に
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

質
問　

各
地
区
に
お
い
て
、

災
害
に
応
じ
た
具
体
的
な

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成
や

自
身
の
避
難
行
動
に
つ
い

て
考
え
て
お
く
必
要
が
あ

る
と
思
う
が
、
町
民
主
体

の
取
り
組
み
へ
の
支
援
は
。

自
助
・
共
助
・
公
助�

�

が
重
要

町
長　

住
民
参
加
型
の
訓

練
の
実
施
や
防
災
に
係
る

研
修
会
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
実
施
し
、
意
識
の
向

上
を
図
り
防
災
の
正
し
い

知
識
を
持
っ
て
も
ら
う
こ

と
で
、
住
民
主
体
の
取
り

組
み
に
つ
な
が
る
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
今
後
も
あ

ら
ゆ
る
災
害
や
リ
ス
ク
を

想
定
し
、
自
助
・
共
助
・

公
助
、
各
々
の
役
割
を
模

索
し
て
い
き
ま
す
。

�

（
本
人
執
筆
）

一般質問

○�

現
在
の
自
主
防
災
組
織
率
と
組
織
率
を
上
げ
る
た

め
の
施
策
は

○
各
地
区
避
難
場
所
の
備
蓄
品
の
保
管
状
況
は

○
町
民
主
体
の
取
り
組
み
に
対
す
る
行
政
支
援
は

屋
嶋
雅
一 

議
員

保管されている備蓄品

住民参加型訓練のようす

令和元年10月24日　議会だより（10）



エアコンを 
各 小・中学校に設置

第
７
回
臨
時
会

　

７
月
31
日
、
第
７
回
臨
時
会

を
開
催
し
一
般
会
計
補
正
予
算

を
審
議
し
全
員
賛
成
で
可
決
し

ま
し
た
。

補
　
正
　
予
　
算

◦
一
般
会
計

　
（
仮
称
）
椿
住
宅
団
地
造
成

事
業
の
工
事
費
に
１
４
３
０
万

円
を
追
加
す
る
も
の
で
す
。

第
８
回
臨
時
会

　

８
月
６
日
、
初
議
会
が
開
催

さ
れ
、
議
席
の
指
定
、
議
長
・

副
議
長
の
選
挙
、
各
常
任
委
員

と
議
会
運
営
委
員
の
選
任
及
び

各
正
副
委
員
長
の
選
任
、
一
部

事
務
組
合
議
員
の
選
挙
も
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
工
事
請
負
契
約
の
締

結
３
件
、
工
事
請
負
契
約
の
一

部
変
更
１
件
を
審
議
し
、
い
ず

れ
も
全
員
賛
成
で
可
決
し
ま
し

た
。

工
事
請
負
契
約
の
締
結

◦
飯
豊
中
学
校

�

大
規
模
改
修
工
事

�

８
億
７
４
５
０
万
円

　

工
期　

令
和
３
年
12
月
20
日

�

樋
口
建
設
株
式
会
社

◦
第
二
小
学
校

�

エ
ア
コ
ン
設
置
工
事

�

４
９
５
０
万
円

　

工
期　

令
和
２
年
２
月
10
日

�

那
須
建
設
株
式
会
社

◦
添
川
小
学
校

�

エ
ア
コ
ン
設
置
工
事

�

４
９
５
０
万
円

　

工
期　

令
和
２
年
２
月
10
日

�

株
式
会
社
佐
藤
管
工
業

工
事
請
負
契
約
の

�

一
部
変
更

◦（
仮
称
）椿
住
宅
団
地

�

整
備
工
事

　

設
計
変
更
に
よ
り
工
事
請
負

費
を
、
１
億
５
７
６
８
万
円
か

ら
２
億
１
０
３
７
万
円
に
す
る

も
の
で
す
。

大規模改修工事が本格化する中学校

（11）議会だより　令和元年10月24日



新体制でスタート

《
議
会
運
営
委
員
会
》

◎
　
後
　
藤
　
惠
一
郎

○
　
川
　
﨑
　
祐
次
郎

古
　
山
　
繁
　
巳

遠
　
藤
　
　
　
忠

《
総
務
文
教
常
任
委
員
会
》

◎
　
川
　
﨑
　
祐
次
郎

○
　
屋
　
嶋
　
雅
　
一

菅
　
野
　
富
士
雄

後
　
藤
　
惠
一
郎

髙
　
橋
　
亨
　
一

遠
　
藤
　
　
　
忠

舟
　
山
　
政
　
男

《
産
業
厚
生
常
任
委
員
会
》

◎
　
古
　
山
　
繁
　
巳

○
　
髙
　
橋
　
　
　
勝

菅
　
野
　
富
士
雄

後
　
藤
　
惠
一
郎

遠
　
藤
　
　
　
忠

遠
　
藤
　
芳
　
昭

川
　
﨑
　
祐
次
郎

《
広
報
公
聴
常
任
委
員
会
》

◎
　
髙
　
橋
　
亨
　
一

○
　
舟
　
山
　
政
　
男

古
　
山
　
繁
　
巳

遠
　
藤
　
芳
　
昭

屋
　
嶋
　
雅
　
一

髙
　
橋
　
　
　
勝

・
菅
野
富
士
雄�

（
代
表
世
話
人
）

・
髙
橋　

亨
一（
病
院
運
営
特
別
委
員
長
）

・
遠
藤　
　

忠�

（
議
会
運
営
委
員
）

・
遠
藤　

芳
昭

・
屋
嶋　

雅
一

・
髙
橋　
　

勝�

（
議
会
運
営
委
員
）

・
菅
野
富
士
雄

�

（
議
会
運
営
委
員
・
第
一
委
員
会
）

・
後
藤
惠
一
郎�

（
第
二
委
員
会
）

・
古
山　

繁
巳�

（
第
三
委
員
会
）

監
査
委
員�

遠
藤　

芳
昭  

議
員

副
議
長�

遠
藤　
　

忠  

議
員

議　

長�

菅
野
富
士
雄  

議
員

◆
置
賜
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会
議
員

◆
西
置
賜
行
政
組
合
議
会
議
員

◆
置
賜
広
域
病
院
企
業
団
議
会
議
員

◎ 委員長　 ○ 副委員長

令和元年10月24日　議会だより（12）



所属委員会等

総務文教常任委員会委員長
産業厚生常任委員会
議会運営委員会副委員長

議席番号

1

議席番号

3

議席番号

5

議席番号

7

議席番号

9

議席番号

2

議席番号

4

議席番号

6

議席番号

8

議席番号

�

所属委員会等

総務文教常任委員会
広報公聴常任委員会副委員長

所属委員会等

産業厚生常任委員会副委員長
広報公聴常任委員会
西置賜行政組合議会議員

所属委員会等

総務文教常任委員会
広報公聴常任委員会委員長
置賜広域病院企業団議会議員

所属委員会等

議会運営委員会委員長
総務文教常任委員会
産業厚生常任委員会
置賜広域行政事務組合議会議員

所属委員会等

総務文教常任委員会副委員長
広報公聴常任委員会
西置賜行政組合議会議員

所属委員会等

産業厚生常任委員会
広報公聴常任委員会
西置賜行政組合議会議員
監査委員

所属委員会等

副議長
議会運営委員会
総務文教常任委員会
産業厚生常任委員会
置賜広域病院企業団議会議員

所属委員会等

議会運営委員会
産業厚生常任委員会委員長
広報公聴常任委員会
置賜広域行政事務組合議会議員

所属委員会等

議長
総務文教常任委員会
産業厚生常任委員会
置賜広域行政事務組合議会議員
置賜広域病院企業団議会議員

川
かわ

﨑
さき

 祐
ゆう

次
じ

郎
ろう

舟
ふな

山
やま

 政
まさ

男
お

髙
たか

橋
はし

 勝
まさる

 

髙
たか

橋
はし

 亨
きょう

一
いち

後
ご

藤
とう

 惠
けい

一
いち

郎
ろう

屋
や

嶋
しま

 雅
まさ

一
かず

遠
えん

藤
どう

 芳
よし

昭
あき

遠
えん

藤
どう

 忠
ただし

 

古
ふる

山
やま

 繁
しげ

巳
み

菅
かん

野
の

 富
ふ

士
じ

雄
お
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❖総務文教所管分❖

しらさぎ荘に木質チップボイラーを導入
遊
具
整
備
工
事
の
繰
越

理
由
と
そ
の
内
容
は

舟
山
委
員

　
第
一
小
学
校
遊
具
整
備

工
事
が
繰
越
事
業
と
な
っ

た
理
由
と
工
事
の
内
容
は
。

教
育
総
務
課
長

　

発
注
時
期
の
遅
れ
と
遊

具
の
設
定
な
ど
、
学
校
と

の
調
整
も
あ
り
、
平
成
29

年
度
か
ら
平
成
30
年
度
へ

の
繰
越
事
業
と
な
り
ま
し

た
。

　

ま
た
、
遊
具
は
10
基
と

樹
木
植
栽
や
広
場
の
緑
化

工
事
な
ど
が
内
容
で
す
。

緑
が
丘
斎
場
管
理
運
営
は

屋
嶋
委
員

　
平
成
29
年
度
ま
で
の
緑

が
丘
斎
場
管
理
運
営
負
担

金
は
、
約
５
５
０
万
円
前

後
だ
が
、
平
成
30
年
度
は

２
４
０
０
万
円
近
い
負
担

額
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の

内
訳
は
。

　
ま
た
、
構
成
市
町
の
負

担
金
割
合
の
比
率
は
。

住
民
課
長

　

平
成
30
年
度
に
大
規
模

改
修
工
事
を
行
っ
た
た
め
、

負
担
金
が
増
え
ま
し
た
。

管
理
運
営
負
担
金
は
５
６

８
万
円
で
、
改
修
工
事
負

担
金
は
約
１
８
１
０
万
円

で
す
。

　

ま
た
、
構
成
市
町
の
按

分
に
よ
り
、
本
町
の
負
担

金
比
率
は
28
・
３
％
で
す
。

こ
の
ま
ま
で 

�

行
財
政
は
大
丈
夫
か

川
﨑
祐
次
郎
委
員

　
５
年
連
続
で
単
年
度
赤

字
と
な
っ
て
い
る
。
地
方

交
付
税
は
年
々
減
少
す
る

中
、
予
算
編
成
の
前
に
継

続
事
業
や
事
務
事
業
の
見

直
し
で
、
行
財
政
計
画
を

確
立
す
べ
き
で
は
。

総
務
課
長

　

財
政
運
営
に
お
い
て
は
、

町
民
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

低
下
を
招
か
な
い
よ
う
に

有
効
な
起
債
に
よ
り
事
業

を
進
め
、
各
種
基
金
の
取

り
崩
し
に
よ
り
、
行
財
政

運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

大
規
模
な
施
設
整
備
な

ど
の
投
資
は
、
減
価
償
却

の
計
算
の
考
え
か
ら
す
れ

ば
赤
字
と
は
な
り
ま
せ
ん
。

将
来
収
入
と
な
る
事
業
展

開
や
将
来
に
続
く
行
財
政

運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

平
成
30
年
度
一
般
会
計
、
特
別
会
計
及
び
水
道
事
業
会
計
合
わ
せ
て
14
件
に

つ
い
て
、
決
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
審
査
し
ま
し
た
。

　

決
算
特
別
委
員
長
に
後
藤
惠
一
郎
、
副
委
員
長
に
古
山
繁
巳
両
議
員
を
選
出

し
、
９
月
10
日
・
11
日
の
２
日
間
に
わ
た
り
、
活
発
な
質
疑
か
ら
慎
重
に
審
査

を
行
い
、
い
ず
れ
も
全
員
一
致
で
認
定
す
べ
き
も
の
と
し
ま
し
た
。

一
　
般
　
会
　
計 決

算
特
別
委
員
長

�

後
　
藤
　
惠
一
郎

新
設
さ
れ
た
遊
具

令和元年10月24日　議会だより（14）



しらさぎ荘に木質チップボイラーを導入決算特別
委 員 会

カ
ン
タ
ー
ト
事
業
の 

�

効
果
は

遠
藤
忠
委
員

　
音
楽
か
ら
の
町
づ
く
り

で
、
め
ざ
み
の
里
カ
ン

タ
ー
ト
事
業
を
行
っ
て
い

る
が
、
全
体
人
数
と
町
内

の
参
加
人
数
は
。

　
ま
た
、
効
果
は
。

企
画
課
長

　

参
加
人
数
は
、
平
成
28

年
度
ま
で
は
約
１
８
０
名

で
し
た
が
、
平
成
29
年
度

か
ら
約
１
４
０
名
と
40
名

程
減
少
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
町
内
の
参
加
人
数
は

30
～
35
名
で
す
。

　

効
果
と
し
て
、
音
楽
を

通
じ
て
他
地
域
の
参
加
者

と
の
つ
な
が
り
が
で
き
、

そ
の
後
の
交
流
に
も
な
っ

て
い
ま
す
。

　

参
加
者
の
減
少
に
対
し

て
は
、
今
後
内
容
の
検
討

が
必
要
と
思
い
ま
す
。

委
託
保
育
の
内
訳
は

髙
橋
亨
一
委
員

　
町
外
３
市
２
町
の
委
託

保
育
の
人
数
と
施
設
に

よ
っ
て
の
保
育
料
の
違
い

は
。

教
育
総
務
課
長

　

町
外
６
施
設
に
９
名
で
、

う
ち
５
名
が
通
年
の
委
託
、

４
名
は
数
か
月
間
の
委
託

で
す
。

　

委
託
保
育
料
は
、
国
が

定
め
る
公
定
価
格
に
よ
り

ま
す
が
、
年
齢
、
保
育
時

間
に
よ
っ
て
単
価
の
違
い

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
他
、

施
設
の
定
員
区
分
、
職
員

の
経
験
年
数
、
除
雪
費
用

が
加
算
さ
れ
る
た
め
、
金

額
が
違
っ
て
き
ま
す
。

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
導
入

の
調
査
結
果
と
今
後
の

計
画
は

髙
橋
勝
委
員

　
木
質
バ
イ
オ

マ
ス
エ
ネ
ル

ギ
ー
導
入
可
能

性
調
査
と
計
画

策
定
業
務
の
委

託
と
あ
る
が
、

調
査
結
果
と
策

定
さ
れ
た
計
画

は
。

企
画
課
長

　

町
内
の
公
共
施
設
や
民

間
施
設
な
ど
60
施
設
を
対

象
に
、
保
有
設
備
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
利
用
状
況
と
概
況

調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

結
果
、
第
一
事
業
候
補

地
と
し
て
添
川
温
泉
し
ら

さ
ぎ
荘
、
第
二
に
町
民
総

合
セ
ン
タ
ー
あ
～
す
周
辺

施
設
、
第
三
に
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
ひ
め
さ
ゆ
り

荘
施
設
を
選
定
し
ま
し
た
。

　

第
一
事
業
候
補
地
は
、

２
０
１
９
年
度
～
２
０
２

１
年
度
の
間
に
木
質
チ
ッ

プ
ボ
イ
ラ
ー
を
導
入
す
る

計
画
で
す
。

不
能
欠
損
処
分
の
理
由
は

（
徴
収
で
き
な
い
金
額
）

古
山
委
員

　
平
成
30
年
度
の
不
能
欠

損
を
、
１
年
で
処
理
し
た

理
由
は
。

税
務
会
計
課
長

　

不
能
に
な
っ
た
欠
損
は

４
件
で
す
。

　

欠
損
分
は
、
本
町
に
勤

務
し
て
い
た
４
名
の
海
外

者
分
で
す
。

音楽を通じ交流するカンタート事業

木質チップボイラー導入先のしらさぎ荘
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❖産業厚生常任委員会管分❖
大型事業が財 政圧迫しないように

農
地
多
面
的
機
能
交
付

金
事
業
の
課
題
は

遠
藤
忠
委
員

　
多
目
的
機
能
支
払
交
付

金
を
39
団
体
に
交
付
し
て

い
る
が
、
農
業
者
の
高
齢

化
等
に
よ
る
対
策
は
。

農
林
振
興
課
長

　

①
組
織
の
リ
ー
ダ
ー
の

育
成
や
確
保
②
労
力
の
軽

減
と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

で
の
取
り
組
み
③
広
域
化

へ
の
取
り
組
み
等
が
考
え

ら
れ
ま
す
。

貸
工
場
関
連
繰
越
金
の

不
要
額
は
適
正
か

川
﨑
委
員

　
平
成
29
年
度
か
ら
の
繰

越
事
業
費
５
億
５
千
万
円

の
う
ち
２
億
４
千
万
円
の

不
要
額
が
発
生
し
て
い
る

が
、
計
画
的
な
執
行
と
い

え
る
の
か
。

商
工
観
光
課
長

　

具
体
的
に
事
業
が
で
き

ず
、
30
年
度
に
繰
り
越
し

た
も
の
で
す
。

　

５
億
５
千
万
円
は
用
地

取
得
費
と
造
成
工
事
費
、

建
物
設
計
料
等
で
す
が
、

用
地
取
得
が
遅
れ
た
た
め
、

造
成
工
事
も
途
中
ま
で
で

年
度
末
完
了
し
た
も
の
で

す
。

　

こ
れ
だ
け
の
大
事
業
な

の
で
、
今
後
は
十
分
に
配

慮
し
て
事
業
を
執
行
し
て

い
き
ま
す
。

屋
台
村
は
何
を
発
信
し

創
出
し
た
の
か

舟
山
委
員

　
屋
台
村
が
促
進
す
る
産

業
創
出
と
ま
ち
お
こ
し
事

業
に
委
託
料
と
し
て
１
千

万
円
使
わ
れ
て
い
る
が
、

屋
台
村
は
ど
の
よ
う
な
産

業
を
創
出
し
、
町
お
こ
し

に
寄
与
し
、
情
報
発
信
し

て
い
る
の
か
。

　
７
百
万
円
を
支
出
し
て

い
る
事
業
は
ど
の
よ
う
な

も
の
か
。

商
工
観
光
課
長

　

屋
台
村
は
若
者
の
町
内

滞
留
、
山
形
大
学
ｘ
Ｅ
Ｖ

研
究
セ
ン
タ
ー
の
研
究
者

の
交
流
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
が
、
ソ
フ
ト
事
業
と

し
て
展
開
し
て
い
る
も
の

で
す
。
委
託
は
、
商
工
会
、

飯
豊
電
池
研
究
所
、
飯
豊

型
屋
台
村
周
辺
エ
リ
ア
活

性
化
協
議
会
の
３
者
に
ソ

フ
ト
事
業
を
委
託
し
て
い

ま
す
。

　

７
百
万
円
で
委
託
し
て

い
る
飯
豊
電
池
研
究
所
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
サ
イ
ト

更
新
、
企
業
や
団
体
の
利

用
の
場
と
し
て
ホ
テ
ル
の

コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス

の
活
用
の
取
り
組
み
と
し

て
、
県
内
向
け
の
広
告
や

各
種
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
、

産
業
旅
行
の
推
進
と
し
て

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
全
国
に

発
送
し
た
も
の
で
す
。

鳥
獣
被
害
対
策
は 

�

万
全
か

髙
橋
亨
一
委
員

　
農
作
物
鳥
獣
被

害
現
状
と
そ
の
対

策
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
か
。

10
万
円
程
度
の
補

助
金
で
十
分
な
の

か
。

農
業
振
興
室
長

　

平
成
30
年
度
鳥

獣
に
よ
る
農
作
物

被
害
は
イ
ノ
シ
シ
、

ク
マ
、
サ
ル
、
タ

ヌ
キ
の
４
種
類
で

あ
り
、
１
４
３
万

３
千
円
と
把
握
し

て
い
ま
す
。
飯
豊
町
鳥
獣

被
害
対
協
議
会
補
助
金
や

有
害
鳥
獣
被
害
軽
減
モ
デ

ル
事
業
と
し
て
電
気
柵
等

に
補
助
し
て
き
ま
し
た
。

　

中
津
川
地
区
む
ら
づ
く

り
協
議
会
と
共
に
追
い
払

い
活
動
等
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。

一
　
般
　
会
　
計

貸工場完成予想図

令和元年10月24日　議会だより（16）



大型事業が財 政圧迫しないように決 算 審 査
特別委員会

未
収
金
の
内
容
と

そ
の
理
由
は

髙
橋
勝
委
員

　
歳
入
の
う
ち
未
収
金
が

目
立
つ
よ
う
で
あ
る
。
そ

の
内
容
と
理
由
は
。

商
工
観
光
課
長

　

し
ら
さ
ぎ
荘
の
使
用
料

は
、
年
度
末
に
大
規
模
な

修
繕
が
必
要
と
な
っ
た
た

め
、
支
払
い
が
困
難
に

な
っ
た
も
の
で
、
新
年
度

に
一
部
は
納
付
さ
れ
ま
し

た
。

　

第
三
セ
ク
タ
ー
は
い
ず

れ
も
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、

委
託
料
等
の
今
後
の
あ
り

方
に
つ
い
て
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

健
康
福
祉
課
長

　

社
会
福
祉
除
雪
費
の
元

金
未
収
は
除
雪
ヘ
ル
パ
ー

派
遣
の
一
部
は
町
が
一
旦

立
て
替
え
る
も
の
で
未
収

と
な
っ
た
も
の
で
す
。
介

護
保
険
に
つ
い
て
も
一
部

納
付
い
た
だ
け
な
い
方
も

お
り
未
収
と
な
っ
た
も
の

で
す
。

地
域
整
備
課
長

　

町
営
住
宅
の
住
宅
使
用

料
の
未
払
い
で
す
。
滞
納

が
あ
っ
た
場
合
、
催
促
は

も
ち
ろ
ん
で
す
が
保
証
人

に
請
求
す
る
場
合
も
あ
り
、

退
居
し
て
い
た
だ
く
対
応

も
し
て
い
ま
す
。

高
円
寺
の
成
果
は

古
山
委
員

　
開
設
し
て
数
年
経
過
す

る
が
、
町
に
ど
の
よ
う
な

経
済
効
果
を
も
た
ら
し
た

か
、
そ
の
成
果
を
き
ち
ん

と
報
告
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

商
工
観
光
課
長

　

高
円
寺
に
は
町
内
産
品

の
売
り
込
み
、
販
路
の
拡

大
、
交
流
人
口
の
拡
大
、

町
の
情
報
発
信
の
目
的
が

あ
り
ま
す
。
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
後
は
売
上
げ
が
３
倍
に

な
っ
て
お
り
、
町
か
ら
年

３
０
０
万
円
の
特
産
品
が

送
ら
れ
て
い
ま
す
。
テ
レ

ビ
や
新
聞
の
マ
ス
コ
ミ
に

も
度
々
取
り
上
げ
ら
れ
全

国
に
配
信
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
町
民
の
皆
様
に

高
円
寺
で
の
取
り
組
み
を

広
報
誌
等
で
具
体
的
に
報

告
い
た
し
ま
す
。

安
心
生
き
が
い
訪
問 

�

事
業
の
成
果
は

屋
嶋
委
員

　
介
護
保
険
任
意
事
業
の

安
心
生
き
が
い
訪
問
事
業

の
成
果
は
。

健
康
福
祉
課
長

　

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者

等
に
ヘ
ル
パ
ー
が
月
２
回

訪
問
す
る
と
と
も
に
、
電

話
等
で
安
否
確
認
し
、
高

齢
者
の
生
活
状
態
が
即
座

に
判
断
で
き
、
対
応
が
し

や
す
く
な
り
ま
す
。

介
護
老
人
施
設
利
用
料

滞
納
者
へ
の
対
応

川
﨑
委
員

　
29
年
と
30
年
の
滞
納
繰

越
分
の
金
額
が
変
わ
っ
て

い
な
い
の
で
催
促
し
て
い

る
の
か
。介

護
老
人
保
健
施

設
事
務
長

　

昨
年
度
か
ら
滞

納
者
か
ら
の
納
入

は
あ
り
ま
せ
ん
。

文
書
や
訪
問
し
て

の
催
促
を
し
て
き

ま
し
た
が
納
入
い

た
だ
け
ず
、
今
後

更
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

特
　
別
　
会
　
計

高円寺のリニューアル状況

ヘ
ル
パ
ー
の
業
務
、
活
躍
の
状
況

（17）議会だより　令和元年10月24日



椿住宅団地事業（椿エコタウン）
工事が完成

 総務文教常任委員会

遠
藤
忠
委
員　

椿
住
宅
団

地
完
了
後
に
、
防
犯
カ
メ

ラ
を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

企
画
課
長　

防
犯
カ
メ
ラ

設
置
の
計
画
は
あ
り
ま
せ

ん
。

髙
橋
亨
一
委
員　

来
年
度

か
ら
小
学
校
の
英
語
授
業

が
始
ま
る
が
、
教
育
費
予

算
の
増
額
と
教
員
の
増
は

あ
る
の
か
。

教
育
長　

来
年
度
の
教
員

枠
と
、
予
算
増
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

今
年
度
よ
り
英
語
授
業

を
試
行
し
て
い
ま
す
。

屋
嶋
委
員　

子
ど
も
の
虐

待
を
ど
の
よ
う
に
把
握
し

て
い
る
か
。

教
育
長　

通
告
は
４
件
あ

り
、
虐
待
と
認
定
し
た
の

が
２
件
で
す
。

後
藤
委
員　

デ
ン
ソ
ー
山

形
の
工
場
増
設
に
よ
り
大

型
車
の
交
通
が
増
加
し
、

道
路
状
況
が
通
学
、
通
勤

に
影
響
を
お
よ
ぼ
し
て
い

る
の
で
は
。

総
務
課
長　

工
場
と
地
域

の
関
係
者
と
協
議
を
重
ね

て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
第

５
次
総
合
計
画
の
中
で
、

議
論
を
さ
れ
て
い
る
部
分

も
あ
り
ま
す
。

舟
山
委
員　

エ
ス
デ
ィ
ー

ジ
ー
ズ
が
掲
げ
る
目
標
と

学
校
統
合
を
ど
の
よ
う
に

考
え
る
か
。

町
長　

質
の
高
い
教
育
の

提
供
を
目
標
と
し
て
お
り

そ
の
両
者
の
関
係
性
に
、

矛
盾
す
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

●
税
務
会
計
課

◇
固
定
資
産
税
の
課
税
誤

り
は
、
今
年
度
は
早
急
に

報
告
し
ま
す
。
該
当
者
を

把
握
の
う
え
更
生
通
知
を

送
り
ま
す
。

●
総
務
課

◇
新
潟
県
弥
彦
村
よ
り
災

害
応
援
協
定
を
結
び
た
い

と
の
申
し
出
が
あ
り
ま
し

た
。
柏
原
原
発
事
故
発
生

時
の
対
応
と
の
理
由
に
よ

る
も
の
で
、
そ
の
方
向
で

進
ん
で
い
き
ま
す
。

●
企
画
課

◇
（
仮
称
）
椿
住
宅
団
地

造
成
工
事
が
８
月
30
日
に

完
成
し
ま
し
た
。
確
定
測

量
完
了
後
に
分
譲
地
の
登

記
を
行
い
、
分
譲
を
開
始

し
ま
す
。
な
お
、
分
譲
地

22
区
画
の
内
、
１
区
画
に

年
度
内
に
モ
デ
ル
住
宅
の

建
設
準
備
を
進
め
て
い
ま

す
。

◇
消
費
税
の
引
き
上
げ
に

よ
る
影
響
を
緩
和
す
る
た

め
に
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き

商
品
券
発
行
事
業
を
実
施

し
ま
す
。

●
教
育
総
務
課

◇
全
国
学
力
テ
ス
ト
の
結

果
、
小
学
校
県
平
均
と
の

比
較
で
国
語
が
や
や
下
回

り
、
算
数
で
は
上
回
り
ま

し
た
。

　

国
語
・
算
数
は
、
全
国

平
均
を
上
回
り
ま
し
た
。

　

中
学
校
の
国
語
は
県
平

均
と
同
程
度
、
全
国
平
均

を
や
や
上
回
り
、
数
学
と

英
語
は
、
県
・
全
国
平
均

と
も
下
回
り
ま
し
た
。

◇
第
61
回
山
形
こ
ど
も
絵

画
展
（
こ
ど
も
県
展
）
に

小
学
生
30
名
、
中
学
生
９

名
が
入
選
さ
れ
ま
し
た
。

各
課
か
ら
の
報
告

質
問
と
答
弁

造成完了した椿住宅団地

令和元年10月24日　議会だより（18）



●
農
林
振
興
課
・
農
業
委

員
会

◇
秋
の
収
穫
祭
を
、
11
月

３
日
に
物
産
館
で
行
い
ま

す
。

●
商
工
観
光
課

◇
白
川
荘
・
し
ら
さ
ぎ
荘

の
入
浴
料
を
10
月
か
ら
改

定
し
、
大
人
４
５
０
円
小

人
１
５
０
円
に
な
り
ま
す
。

◇
貸
工
場
の
法
面
崩
壊
の

対
応
は
、
工
期
を
８
月
21

日
～
11
月
20
日
と
し
、
保

護
工
事
を
行
い
ま
す
。

◇
「
み
ち
の
く
ダ
ム
湖
サ

ミ
ッ
ト
in
白
川
」
の
開
催

が
10
月
10
日
に
町
民
総
合

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま

す
。

●
地
域
整
備
課

◇
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助

事
業
は
25
件
の
申
請
を
実

施
し
、
現
在
60
％
の
執
行

率
で
す
。

●
健
康
福
祉
課

◇
民
生
委
員
・
児
童
委
員

の
委
嘱
状
伝
達
式
を
12
月

２
日
に
開
催
予
定
で
す
。

◇
福
祉
事
業
所
で
ん
で
ん

の
増
築
・
追
加
工
事
（
強

化
ガ
ラ
ス
・
手
洗
い
場
）

を
行
い
ま
す
。

●
介
護
老
人
保
健
施
設
・

国
保
診
療
所

◇
「
老
人
保
健
施
設
協
会

山
形
県
大
会
」
の
開
催
が

10
月
３
日
に
物
産
館
を
会

場
に
行
わ
れ
ま
す
。

第3セクターの運営
� 見直しを検討

産業厚生常任委員会

遠
藤
忠
委
員　

３
セ
ク
の

指
定
管
理
料
の
見
直
し
予

定
は
。

町
長　

施
設
ご
と
に
ア
ン

バ
ラ
ン
ス
な
面
も
あ
り
、

見
直
す
こ
と
を
検
討
し
、

安
定
経
営
で
き
る
よ
う
議

会
の
意
見
も
伺
い
ま
す
。

川
﨑
委
員　

林
道
飯
豊
桧

枝
岐
線
の
維
持
管
理
費
が

膨
大
な
額
に
な
っ
て
い
る

が
、
今
後
の
予
算
捻
出
は
。

農
林
振
興
課
長　

県
に
県

道
・
国
道
へ
の
格
上
げ
と
、

財
源
確
保
を
要
望
し
て
い

ま
す
。
法
面
工
事
は
、
交

付
金
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

遠
藤
芳
昭
委
員　

県
道
長

井
飯
豊
線（
小
白
川
地
内
）

の
路
線
改
修
の
今
後
の
予

定
は
。

地
域
整
備
課
長　

１
・
２

㎞
に
つ
い
て
県
に
要
望
書

を
提
出
し
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
が

行
わ
れ
、
今
年
度
は
調
査

費
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

髙
橋
勝
委
員　

各
地
区
で

開
催
さ
れ
た
農
業
経
営
検

討
会
で
出
た
意
見
は
。

農
地
管
理
室
長　

９
月
で

全
地
域
の
検
討
会
が
終
了

し
ま
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
、
回
答
者
の
約
70
％

に
後
継
者
不
在
が
判
明
し

ま
し
た
。
地
域
か
ら
は
法

人
化
、
基
盤
整
備
や
後
継

者
対
策
の
意
見
が
多
数
出

さ
れ
、
今
後
は
県
の
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
派
遣
事
業
も
活

用
し
、
課
題
解
決
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

菅
野
委
員　

福
祉
事
業
所

で
ん
で
ん
の
屋
根
の
劣
化

年
数
（
10
年
）
は
短
く
な

い
か
。

健
康
福
祉
課
長　

屋
根
の

材
質
（
材
料
）
自
体
は
粗

悪
な
物
で
は
な
い
と
考
え

ま
す
。

後
藤
委
員　

Ｊ
Ｆ
Ｅ
ミ
ネ

ラ
ル
飯
豊
鉱
業
所
閉
山
の

町
内
へ
の
影
響
は
。

商
工
観
光
課
長　

３
年
程

度
で
更
地
に
戻
し
、
従
業

員
は
他
事
業
所
へ
転
勤
、

ま
た
は
事
務
所
で
残
務
処

理
を
行
う
と
の
こ
と
で
す
。

質
問
と
答
弁

各
課
か
ら
の
報
告

再開がまたれるフォレストいいで
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発
行
責
任
者

�

議
　
長
　
菅
野
富
士
雄

発
　
行

�

広
報
公
聴
常
任
委
員
会

委
員
長�

髙
橋
　
亨
一

副
委
員
長�

舟
山
　
政
男

委
　
　
員�

古
山
　
繁
巳

�

遠
藤
　
芳
昭

�

屋
嶋
　
雅
一

�

髙
橋
　
　
勝

飯豊町議会との
「意見交換会」

175号

　

友
好
都
市
の
南
房
総

市
に
は
、
台
風
15
号
に

続
い
て
19
号
の
影
響
で

大
き
な
被
害
が
出
て
お

り
、
心
か
ら
お
見
舞
い

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

７
月
の
町
議
会
議
員

選
挙
に
お
い
て
、
新
た

な
体
制
と
な
り
ま
し
た
。

よ
り
よ
い
町
づ
く
り
を

目
指
し
て
、
日
々
努
力

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

議
会
だ
よ
り
も
、
研

鑽
を
重
ね
て
、
よ
り
一

層
読
み
や
す
い
広
報
に

し
て
ま
い
り
ま
す
。

�

（
舟
山
記
）

編
集
後
記

　

置
賜
広
域
行
政
事
務
組
合
で
は
、
消
費
税
等
の
引

き
上
げ
に
伴
い
、
令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら
、
指
定

ご
み
袋
等
の
価
格
が
変
更
に
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
自
宅
に
買
い
置
き
さ
れ
て
い
る
価
格
改

正
前
の
指
定
ご
み
袋
は
、
価
格
改
正
後
も
引
き
続
き

使
用
で
き
ま
す
。（
黄
色
い
）
資
源
袋
は
リ
サ
イ
ク

ル
を
推
進
す
る
た
め
価
格
は
据
え
置
き
と
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
他
、
収
集
粗
大
ご
み
（
一
部
品
目
）、

し
尿
収
集
も
一
部
改
正
さ
れ
ま
す
。

指
定
ご
み
袋
等
の�

�

価
格
が
変
わ
り
ま
す

受
付
中

指定ごみ袋の種類 改正前 改正後

可燃ごみ袋（大）
10枚入り１袋 500円 550円

可燃ごみ袋（小）
10枚入り１袋 350円 370円

不燃ごみ袋（大）
10枚入り１袋 500円 550円

不燃ごみ袋（小）
10枚入り１袋 350円 370円

※資源袋はリサイクル推進のため価格据え置き

令和２年４月１日からの価格改正の内容

■ 町や地域の課題解決
■ 地域づくり
■ まちづくり
■ 子育て・教育
■ 福祉・医療
■ 商工農林等の産業

　飯豊町議会では、各種団体やグループと、町づくりの課題などについて話し合い、町民
の皆さんのご意見をお聞かせいただき、課題の共有化や相互の理解を深めるとともに、ご
意見を議会活動に反映させ、政策提言や町への要望などを行うことを目的として、「意見
交換会」を計画しています。
　開催を希望される団体、グループの皆さんは、下記町議会事務局までお申し込み下さい。

対 象 団 体　　町内に所在し活動する、参加人数が概ね10名程度の団体
（商工農林団体、地区、部落自治会、サークル、仲間等）

交換会の内容　　あらかじめ提出していただいたテーマに基づいて、意見交換を行います
そ の 他　　開催日時や場所、テーマ等は団体の代表と協議させていただきます

原則として全議員が出席します
担 当　　飯豊町議会広報公聴常任委員会
お問い合せ　　飯豊町事務局　ＴＥＬ 0238－87－0527　 ＦＡＸ 0238－72－2430

令和元年10月24日　議会だより（20）


